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研究成果の概要（和文）：多様な構造と生物活性を有するポリケチド類は、魅力的な医薬品リードである。創薬
研究において重要となる、生物活性天然物の構造改変、特に簡略化は容易ではなく、合理的なスタンダードプロ
セスは確立されていない。本研究では、3つの希少ポリケチド類を研究対象として選定し、特異な配座に着目し
た簡略化分子の合理的創出を目的とした。研究を開始した時点では、3つのポリケチドの構造は完全には明らか
にされていなかった。そこで、NMR計算によってホルモサリドAとアンフィジノリドLの構造を推定した。推定構
造の合成研究を行い、ホルモサリドAのC1-C18フラグメント、アンフィジノリドLのC20-C26フラグメントを合成
した。

研究成果の概要（英文）：Polyketides are attractive leads for drug development because of their 
diverse structures and biological activities. On the other hand, structural modification, especially
 simplification, of bioactive natural products, toward drug discovery, is difficult, and no rational
 standard process has been established. In this study, three rare polyketides were selected as 
targets for developing rational process for simplification of structures focusing on their unique 
conformations. When the study was started , the structures of the three polyketides had not been 
fully elucidated. Therefore, the structures of formosalide A and amphidinolide L were estimated by 
NMR calculations. Synthetic studies of the deduced structures led to establishment of the efficient 
synthetic route to the C1-C18 fragment of formosalide A and the C20-C26 fragment of amphidinolide L.

研究分野： 化学系薬学

キーワード： 有機合成化学　天然物化学　NMR計算　分子設計

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
NMR計算によってホルモサリドAとアンフィジノリドLの構造を推定した際に、置換基の立体化学によって配座(3
次元的な立体構造)が大きく異なるという知見を得た。この知見を基盤にすれば、ホルモサリドAとアンフィジノ
リドLの多様な立体異性体の供給を見据えて確立した合成法は、多様な3次元をもつ模倣分子や簡略化分子が設
計・供給を可能にすることを意味する。天然物創薬を加速する合理的プロセスとして、生物活性物質の3次元構
造の再現と構造簡略化の重要性の追求を、本研究で具現化しつつある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 多様な構造と生物活性を有するポリケチド類は、魅力的な医薬品リードである。抗菌剤クラリ
スロマイシン、抗寄生虫剤イベルメクチン、抗がん剤エリブリンなど、様々なポリケチド系医薬
品が重要疾患の治療薬として上市されていることは、ポリケチド類の特異なケミカルスペース
が医薬品リードとして有望であることを意味する。中・大員環構造に由来するポリケチド類の柔
軟な配座は、合成低分子が再現できない構造因子であり、人知を越えた生体機能分子の鋳型を天
然物に求めることは必然である。 
 上記のポリケチドは全て天然物の誘導体であるが、創薬研究においては一般に天然物そのも
のよりも、その誘導体が上市されやすい。実際に、1981 年から 2014 年にアメリカ食品医薬品局
に承認された低分子医薬のうち、天然物は 6％であるのに対して、天然物誘導体は 26％を占め
る。これは、天然物の誘導化が分子の吸収・分布・代謝・排泄・毒性(ADMET)特性を向上させる
ためである。誘導化の中でも、極微量しか得られない複雑天然物の構造簡略化は、著しく(合成
的)供給を容易にする点で重要である。しかし、生命の進化とともに最適されてきた生物活性天
然物の構造を簡略化することは容易ではなく、合理的なスタンダードプロセスは現代において
も十分確立されているとは言えない。天然物の構造簡略化における成功例は多数報告されてい
るが、これらの多くは膨大な構造活性相関研究の賜である。特に、生体内受容体や作用機序が明
らかにされていない天然物の簡略化は直感に頼る非効率的なものであり、有用天然物を計画的
に医薬品リード化合物として活用する合理的プロセスの構築は極めて重要な課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、3 つの希少ポリケチド、ホルモサリド A、アンフィジノリド L および M を研究
対象として選定し、ポリケチド類の特異な配座に着目した構造簡略化分子の合理的創出を目的
とした。これらのポリケチドは、強力ながん細胞増殖阻害活性のため抗がん剤治療薬リードとし
て期待される一方で、天然から入手できる量に限りが有る。また、大員環構造に由来する配座柔
軟性のため、NMR による構造決定は困難であり、複数の立体化学が未決定のまま残されている。
そのため、生物活性発現機構に関する研究や受容体探索、創薬研究の対象として選定されていな
い。 
 
３．研究の方法 
 研究を開始した時点では、ホルモサリド A は 4 個、アンフィジノリド L および M は 64 個、
1024 個の可能な立体異性体のうち、いずれが真の構造かは未だに明らかにされていなかった。
そのため、これらの天然物の構造決定が、本研究課題の出発点であった。構造が決定されていな
い分子の簡略化は極めて挑戦的であるが、構造解析、立体多様性全合成、生物活性評価の 3 つの
プラットフォームを設定し、それぞれの研究段階で得られる結果を逐次的に次の段階へとステ
ップアップさせる戦略を計画した。ステップアッププロセスを複数回サイクルさせることで、ポ
リケチド類の特異な 3 次元構造(配座)を如何に保持し、構造を簡略化するかに焦点を置いた、合
理的な簡略化プロセスの構築と天然物模倣分子の創出を実現できると考えた。 
 本研究は、研究代表者とともに、2 名の分担者を加え、理論化学、有機合成化学、生化学を基
盤技術とした多角的アプローチにより実施を試みた。 
 
４．研究成果 
 本報告では、主に成果が得られたホルモサリド A およびアンフィジノリド L に関する研究に
ついて記載する。いずれの研究も、構造簡略化に向けた、構造推定および主要構造における立体
多様性合成経路の確立に成功した。 
 
（１）ホルモサリド A 
 ホルモサリドAは海洋性渦鞭毛藻Prorocentrum sp.から単離された細胞毒性マクロリドである。
2 つのエーテル環を含む 17 員環ラクトンと、2 つの共役ジエンを含むポリエン側鎖を構造的特
徴として有する。我々が研究を開始した当初、ホルモサリド類の構造は完全には決定されていな
かった。そこで、NMR 計算によるホルモサリド A の立体化学を推定した。ホルモサリド A の主
骨格部分のモデル化合物として、相対立体配置に関する 4 個の可能な立体異性体を設定し、NMR
計算(mPW1PW91/6-31+G(d,p)-IEFPCM(CHCl3))を行ったところ、 
(2S,5S,8R,9S,10R,11R,12S,16S,18S)-ホルモサリド A が真の構造であるという結果を得た。2021 年
に、ドイツの化学者によってホルモサリド A の構造が決定され、我々が標的としたホルモサリ
ド A はエナンチオマーであることが分かった。本研究では、ent-ホルモサリド A の主骨格となる
C1-18 マクロラクトンの立体多様性合成系を確立した(Scheme 1)。 
 まず TIPS アセチレン(1)をホルミル化した後、プロリンから誘導される有機触媒を用いてプロ
パナールとアルドール反応させ、3 を得た。3 の TIPS 基の除去、第 2 級ヒドロキシ基の TBS を
経て、エポキシド化合物とカルボアニオンを介したカップリングにより 6 を合成した。アルキン



の水素添加とヒドロキシ基の保護基の調整の後、第 1 級ヒドロキシ基を酸化してアルデヒドと
した。高井反応によってビニルヨージド 11 を調整し、C1-C8 フラグメント B と薗頭カップリン
グし 12 を得た。12 の TBS 基をアセチル基へと変換した後、二重結合を AD-mix-によって立体
選択的にジヒドロキシ化した。得られたジオールを bis-TES エーテルとして保護した後、3 つの
アシル基を還元的に除去して 17 を得た。17 の金触媒 C 存在下でのエーテル環化は望む 6-exo で
進行し、18 を単一の異性体で与えた。18 のヒドロキシ基の保護、ビニルエーテル部位のアセタ
ールへの変換を経て 22 を導いたのち、第１級アルコール選択的酸化と椎名マクロラクトン化に
よって ent-ホルモサリド A の C1-18 に相当する 24 を合成した。 

 

Scheme 1. ent-ホルモサリド A のマクロラクトン部位の合成 
 
（２）アンフィジノリド L 
 アンフィジノリド L は、渦鞭毛藻 Dinophysis acuminata から単離された 27 員環マクロリドで
ある。強力ながん細胞増殖阻害活性を有することから、抗がん剤リードとして期待されるものの、
天然からごく微量しか得られず、一部の立体化学(C8, 9, 11, 16, 18, 20 位)が未決定である。C8-C9
エポキシドは結合定数からトランスであると予想し、可能な 32 個の立体異性体の NMR 計算を
行い、DP4 解析を行ったところ、ある一つの立体異性体が 96%の確率でアンフィジノリド L で
あるという結論を得た。そこで、計算化学によって導いた立体異性体の合成研究を開始した。 
 文献既知化合物 25 を水素添加し、26 とした。リチウムアセチリドを 26 のラクトンに付加さ
せたのち、メタノールを加えて脱 TMS 化を行い 27 を得た。第 3 級ヒドロキシ基をメシル化す
ると自発的に脱離し、エンイン 28 を与えた。塩化セリウム存在下、四酸化ルテニウムを用いて
二重結合を選択的に酸化しジオール 29 を得た。29 のヘミアセタール部位をメチルアセタールへ



と変換した後、アルキンの部分還元と生じたビニル基のオゾン酸化により、アルデヒド 34 を得
た。また、30 のヒドロキシ基を TES 基で保護した後、同様に、アルキンの部分還元とオゾン酸
化によりアルデヒド 35 を得た。 
 アルデヒド 34 および 35 からは、同一条件下、C20 位の立体化学が異なる生成物を主として与
えるアルドール反応を開発した。すなわち、THF 溶媒中、単純なケトンから生じるリチウムエノ
ラートは 34 からは C20S-36 を単一の異性体として、35 からは C20R-37 を主生成物として(dr = 
3.5 : 1)与えた。この反応の開発により、アンフィジノリド L の C20 位立体化学を多様化する方
法が確立できた。 

 
Scheme 2 アンフィジノリド L の C20-C26 フラグメントの立体制御合成 
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 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2023年度有機合成化学北陸セミナー

2023年度木材学会中部支部大会

山本健翔、岸本崇生、占部大介

山本健翔、岸本崇生、占部大介

長谷川莉子、岸本崇生、占部大介

塩田和樹、岸本崇生、占部大介

2023年度木材学会中部支部大会

2023年度木材学会中部支部大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ラッカーゼを用いた酸性条件下でのモノリグノールの脱水素重合

ラッカーゼを用いたコニフェリルアルコールの脱水素重合に及ぼすpHの影響

シナピルp-クマレートの酵素脱水素重合によるテトラヒドロフラン型β-β二量体の生成

ケナフの成長に伴うリグニンの化学構造変化

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回天然有機化合物討論会

第65回天然有機化合物討論会

第37回日本放線菌学会

第122回有機合成シンポジウム

氏江優希子、齋藤駿、桑原るり、原康雅、深谷圭介、占部大介、岸本真治、渡辺賢二、後藤芳邦、小川健司、楠屋陽子、高橋弘喜、矢口貴
志、石橋正己、荒井 緑

奥村薫里香、齋藤駿、船山佳世、深谷圭介、占部大介、荒井緑

栗原悠熙、野口嵩史、八木みのり、安福悠、沖田采音、深谷圭介、占部大介、千田憲孝、岡村俊孝、佐藤隆章

Desy Wulan Triningsih, Enjuro Harunari, Shun Saito, Ye Xiaohanyao, Shunsuke Mae, Tao Zhou, Keisuke Fukaya, Junko Nakajima-
Shimada, Etsu Tashiro, Moriyuki Hamada, Narumi Enomoto, Tomohiko Tamura, Hisayuki Komaki, Naoya Oku, Daisuke Urabe, Yasuhiro
Igarashi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

休眠遺伝子活性化を目指した病原真菌Aspergillus属と免疫細胞の共培養

耐熱性放線菌JA74株が生産する熱ショック代謝物 (HSM) の単離・構造決定および耐熱性促進機構の解析

Keramaphidin Bの全合成

Exploring the path to discover new natural products through rare actinomycetes in the genus Phytohabitans

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2023年度大会

日本農芸化学会2023年度大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中芳、深谷圭介、占部大介

 ２．発表標題

Ayu Yamaguchi, Takao Kishimoto, Daisuke Urabe

藤野雄大、深谷圭介、占部大介

阪野奨太、深谷圭介、占部大介

21st International Symposium on Wood, Fiber and Pulping Chemistry（国際学会）

日本薬学会第143回年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イノールを用いた脱芳香族的転位反応の開発

Early Stage of Syringyl Lignin Formation Revealed by Enzymatic Polymerization of Sinapyl Alcohol

ピロールイミダゾールアルカロイド類の合成研究

ent-カウレンの合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2023年度大会

日本農芸化学会2023年度大会

塩野啓太、深谷圭介、占部大介

甲斐瑛歩、深谷圭介、五十嵐康弘、占部大介

塩田和樹、岸本崇生、藤森愛仁、占部大介

藤野雄大、深谷圭介、占部大介

第73回日本木材学会大会

第48回反応と合成の進歩シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ベラトリジンABC環部の合成研究

抗トリパノソーマ活性天然物バルビフェラミドの合成研究

成熟に伴うケナフリグニンの化学構造の変化

ピロールイミダゾールアルカロイド類の合成研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回リグニン討論会

第67回リグニン討論会

2022年度日本木材学会中部支部大会

2022年度有機合成化学北陸セミナー

山口愛由、岸本崇生、占部大介

山口愛由、岸本崇生、占部大介

甲斐瑛歩、深谷圭介、占部大介

塩田和樹、岸本崇生、占部大介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シナピルアルコールの酵素重合によるシリンギルリグニンの形成機構

シリンギルリグニンの形成機構の解析

固相合成法を利用した環状ペプチド触媒の開発

シナピルアセテートの酵素重合によるテトラリン型β-β二量体の生成

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年度有機合成化学北陸セミナー

2022年度有機合成化学北陸セミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

阪野奨太、深谷圭介、占部大介

 ２．発表標題

塩野啓太、深谷圭介、占部大介

藤野雄大、深谷圭介、占部大介

塩田和樹、岸本崇生、占部大介

2022年度有機合成化学北陸セミナー

2022年度有機合成化学北陸セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ent-カウレンジテルペノイド類の合成研究

ベラトリジンABC環部の合成研究

ピロールイミダゾールアルカロイド類の合成研究

シナピルアセテートの酵素重合におけるβ-β型新規二量体の単離

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2022年度有機合成化学北陸セミナー

2022年度有機合成化学北陸セミナー

山口愛由、岸本崇生、占部大介

伊藤陽奈、茂住梨紗、駒津友美、深谷圭介、占部大介

田中芳、深谷圭介、占部大介

菊田依乃、桂川美咲、深谷圭介、占部大介

2022年度有機合成化学北陸セミナー

2022年度有機合成化学北陸セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シリンギルリグニン形成における初期反応の探索

ホルモサリド類の立体選択的合成研究

イノールを用いた脱芳香族的転位反応の開発

分子内鈴木カップリングを鍵としたPseudosporamideの合成研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Active Enzyme Molecule 2022（国際学会）

Active Enzyme Molecule 2022（国際学会）

第64回天然有機化合物討論会

日本薬学会第142年会

Takao Kishimoto, Ayumi Hiyama, Ayana Yamashita, Toshiyuki Takano, Yuki Tobimatsu, Daisuke Urabe

深谷圭介、張智偉、劉暢、五十嵐康弘、占部大介

松雪洋恵、深谷圭介、占部大介

Ayu Yamaguchi, Takao Kishimoto, Daisuke Urabe

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Novel α-oxidized β-β structure in hardwood lignin

多配座計算プログラムACCeLの開発と新規天然物の構造解析への応用

DFT計算による反応設計を鍵としたナキテルピオシンDE環の合成研究

Initial stage of syringyl lignin formation

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2022年度大会

日本農芸化学会2022年度大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

渡辺颯太、深谷圭介、占部大介

 ２．発表標題

占部大介、茂住梨紗、駒津 友美、深谷圭介

桂川美咲、深谷圭介、占部大介

藤野雄大、深谷圭介、占部大介

日本薬学会第142年会

日本農芸化学会2022年度大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

アンフィジノリドMのC16-C26フラグメントの合成研究

ent-ホルモサリドAの合成研究

Pseudosporamideの合成研究

Palau'amineの合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第72回日本木材学会大会

第72回日本木材学会大会

山口愛由、岸本崇生、占部大介

藤森愛仁、岸本崇生、小杉瑞穂、占部大介

山口愛由、岸本崇生、占部大介

岸本崇生、檜山歩、山下綾菜、飛松裕基、高野俊幸、占部大介

021年度日本木材学会中部支部大会

第66回リグニン討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シナピルアルコールの脱水素重合により生成するオリゴリグノールの化学構造

セルロースのメチルグルコシドへの変換の反応機構

フローマイクロリアクターを用いた5-5型二量体リグニンモデル化合物合成の制御

広葉樹リグニン中のα-カルボニル型β-β構造の存在について

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

セルロース学会第28回年次大会

2021年度有機合成化学北陸セミナー

2021年度有機合成化学北陸セミナー

2021年度有機合成化学北陸セミナー

山口愛由、岸本崇生、占部大介

松雪洋恵、深谷圭介、占部大介

渡辺颯太、深谷圭介、占部大介

岸本崇生、渡部芙由子、占部大介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

フローマイクロリアクターを用いたモノリグノール重合

ナキテルピオシンの合成研究：計算支援による合成経路設計

アンフィジノリドMの合成研究

イオン液体中でのマイクロ波加熱によるグルコマンナン、キシランのオクチルグリコシドへの変換

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2021年度有機合成化学北陸セミナー

第63回天然有機化合物討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

茂住梨紗、駒津友美、深谷圭介、占部大介

 ２．発表標題

桂川美咲、深谷圭介、占部大介

塩野啓太、深谷圭介、占部大介

甲斐瑛歩、深谷圭介、占部大介

2021年度有機合成化学北陸セミナー

2021年度有機合成化学北陸セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ホルモサリド類の合成研究

Pseudosporamideの合成研究

ベラトリジンの合成研究

計算化学を利用したオンデマンド環状ペプチド触媒の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回天然有機化合物討論会

ビタミン学会第73回大会

Md Rokon Ul Karim、Amit Raj Sharma、Agus Trianto、Mada Triandala Sibero、赤坂和昭、尹康子、深谷圭介、占部大介、春成円十朗、
奥直也、五十嵐康弘

中山舞、西川美宇、安田佳織、深谷圭介、占部大介、榊利之、生城真一

松雪洋恵、藤原和、深谷圭介、Md. Pokon Ul Karim、五十嵐康弘、占部大介

小泉潤、田中芳、深谷圭介、占部大介

日本薬学会第141年会

日本薬学会第141年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

海洋細菌が生産する新規アルカノイルイミダゾール類およびキノロン類の構造

異物抱合酵素発現酵母を用いたピセアタンノール抱合代謝物調製技術の開発

放線菌由来新規天然物アカザオキシムの全合成と構造活性相関研究

アンフィジノリドLの合成研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第71回日本木材学会大会

日本農芸化学会2020年度大会

日本農芸化学会2020年度大会

日本農芸化学会2020年度大会

中山舞、西川美宇、深谷圭介、占部大介、榊利之、生城真一

岩井柚樹、深谷圭介、占部大介

茂住梨紗、駒津友美、深谷圭介、占部大介

岸本崇生、檜山歩、山下綾菜、占部大介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

異物代謝酵素発現酵母を用いたスチルベノイド抱合代謝物の網羅的合成

17-ヒドロキシドコサヘキサエン酸の合成研究

ホルモサリドAの合成研究」

シナピルアルコールの酵素重合によるα-カルボニル型β-β構造の生成

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本農芸化学会2020年度大会

日本農芸化学会2020年度大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堀江智也、深谷圭介、占部大介

印藤寛二、深谷圭介、占部大介

塩野啓太、深谷圭介、占部大介

甲斐瑛歩、深谷圭介、濱田昌弘、馬場理、占部大介

日本農芸化学会2020年度大会

日本農芸化学会2020年度大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ナキテルピオシン側鎖部の合成研究

アルキベマイシンAの合成研究

ベラトリジンの合成研究

非対称アミド化を用いたデオキシナイボマイシの合成

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第10回CSJ化学フェスタ2020（招待講演）

第62回天然有機化合物討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度日本フードファクター学会・日本農芸化学会西日本支部合同大会

第65回リグニン討論会

中山舞、西川美宇、深谷圭介、占部大介、榊利之、生城真一

岸本崇生、檜山歩、占部大介

占部大介

桂川美咲、深谷圭介、五十嵐康弘、占部大介
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抱合酵素発現酵母菌体を用いた食品中機能性成分抱合代謝物の網羅的合成

ラッカーゼを用いたモノリグノールの脱水素重合

今、ないのなら創ってやろう！「有機合成で天然物の新機能を発掘」

NMR計算を活用した構造予測と固相全合成による新規環状ペプチドクラドアミドCの構造決定
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